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幼児 69％ 8％ 54％ 0％ 0％ 0％
学齢 73％ 0％ 9％ 0％ 0％ 0％
PDD
幼児 0％ 45％ 45％ 9％ 0％ 0％
学齢 60％ 10％ 10％ 0％ 10％ 10％
MR有り
非PDD
幼児 20％ 50％ 10％ 0％ 20％ 10％
学齢 42％ 17％ 8％ 0％ 0％ 0％
PDD
幼児 12％ 46％ 8％ 15％ 23％ 4％











幼児 92％ 8％ 0％
学齢 91％ 0％ 0％
PDD
幼児 100％ 0％ 0％
学齢 100％ 0％ 0％
MR有り
非PDD
幼児 50％ 50％ 0％
学齢 58％ 25％ 0％
PDD
幼児 69％ 19％ 4％



























幼児 54％ 0％ 8％ 0％ 23％ 0％ 8％ 8％
学齢 27％ 27％ 0％ 27％ 9％ 9％ 0％ 9％
PDD
幼児 36％ 9％ 9％ 9％ 18％ 18％ 9％ 0％
学齢 10％ 30％ 20％ 30％ 10％ 0％ 30％ 0％
MR有り
非PDD
幼児 20％ 0％ 0％ 0％ 10％ 30％ 30％ 10％
学齢 42％ 0％ 0％ 0％ 25％ 17％ 0％ 0％
PDD
幼児 23％ 4％ 0％ 4％ 23％ 8％ 12％ 12％
学齢 20％ 0％ 20％ 0％ 30％ 0％ 0％ 10％
4．付加的な手段の必要性
課題説明への付加的な手段を必要とした幼児の平均得点は，no PDD＋MR群で0．8点（SD＝









































幼児 23％ 23％ 8％ 0％ 31％ 0％ 0％
学齢 36％ 18％ 9％ 0％ 45％ 9％ 0％
PDD
幼児 18％ 0％ 0％ 9％ 45％ 18％ 9％
学齢 40％ 10％ 20％ 0％ 10％ 0％ 10％
MR有り
非PDD
幼児 30％ 10％ 0％ 0％ 40％ 10％ 10％
学齢 0％ 17％ 17％ 0％ 17％ 0％ 8％
PDD
幼児 15％ 8％ 4％ 8％ 19％ 12％ 0％
学齢 20％ 20％ 0％ 0％ 40％ 0％ 0％
8 石塚：発達障害児におけるコミュニケーションの特徴
ⅰ）適切な対応
分からない際に適切な対応をした幼児の平均得点は，no PDD＋MR群で0．3点（SD＝0．5点），
PDD群で0．2点（SD＝0．4点），MR群で0．3点（SD＝0．5点），PDD＋MR群で0．2点（SD＝0．4
点）であった。また，学齢児では，no PDD＋MR群で0．5点（SD＝0．5点），PDD群で0．5点
（SD＝0．5点），MR群で0．2点（SD＝0．4点），PDD＋MR群で0．2点（SD＝0．4点）であった。
ⅱ）不適切な対応
分からない際に不適切な対応をした幼児の平均得点は，no PDD＋MR群で0．2点（SD＝0．4
点），PDD群で0．1点（SD＝0．3点），MR群で0．1点（SD＝0．3点），PDD＋MR群で0．2点（SD
＝0．4点）であった。また，学齢児では，no PDD＋MR群で0．2点（SD＝0．4点），PDD群で
0．1点（SD＝0．3点），MR群で0．2点（SD＝0．4点），PDD＋MR群で0．2点（SD＝0．4点）であっ
た。
6．コミュニケーションを促進する手段
対象児・者に対して有効であったコミュニケーションの促進手段は，大きく10に分類され，
詳細に話すよう促す10，短文にする8，必要事項を強調8，身近なことを置き換える7，選択
肢の提示6，繰り返す6が5以上の回答と高かった。一方，ジェスチャーを加える3，問い直
す2，ゆっくり話す1，少し間をおく1であった（Fig．3）。
Fig.3 有効な支援方法
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Ⅳ．考察
本研究では，発達障害児103名を対象として，知的障害・自閉性スペクトラム障害の有無に
よるコミュニケーションの特徴について検討した。
課題説明で必要な付加的な手段は，全ての群で，年齢の上昇と共に減少することが示された。
また，分からない際に適切な対応をした児童は，no PDD＋MR群・PDD群の学齢児で高く，
不適切な対応をした対象児・者よりも適切な対応をした児童の方が全ての群で多かった。また，
有効であったコミュニケーションの促進手段としては，短文にする，ゆっくり話すなど，詳細
に話すよう促すなど，多くの場面で用いることができる理解の促進方法に加え，ジェスチャー
を加える，身近なことに置き換えるなど，対象児・者本人に即した理解の促進方法が用いられ
ていた。これまで，問題行動の伝達性により，そのコミュニケーション行動の強化効率が規定
され，問題行動の低減に影響することが報告されており（平澤・藤原，1995），行動の意味内
容を事前に伝えるなどすることで，伝達性を保証することなど環境面への配慮も重要といわれ
ている（望月・野崎・渡辺，1988）。また，平澤・藤原（2001）では，日常場面での支援にお
いて，機能的アセスメントに基づく支援計画に加え，環境や人々に適合した標的行動と介入手
続きを特定することの必要性を指摘している。これらは，対象児・者本人に即した理解の促進
方法は，より深い理解を促すために重要であることを示唆しており，特に，学校生活，職場な
ど，日常生活の多くの時間を過ごしている場所においては，それら本人に合わせた，本人が理
解しやすい状況の置き換えなどに活かしていけるのではないかと考えられる。
本研究では，自閉性スペクトラム障害，知的障害の有る児童のコミュニケーションの特徴に
ついて検討したが、各群ともにコミュニケーションの得点が増加している傾向が認められた。
これは，日常的なコミュニケーションを児童が学習していることとともに、その支援を行うこ
との重要性を示すものであった。また，学校全体で支援体制を構築することの必要性が明らか
になった。今日、特別支援教育が推進される中で、通常学級に在籍する特別な教育的ニーズの
有る児童も増加傾向になる。そのような際には、子ども同士が自然に助け合えるクラスの雰囲
気を作る事への期待が大きい。教師による障害への理解を基盤として，クラスや学年の児童の
理解・協力による実態に即した支援が求められる。また，本人の障害特性による困難だけでな
く，いじめや対人関係の悪化など，二次的な要因による困難につながる可能性もある。
このように，子どもの学校生活を充実したものとする為には，実際に学校で生活を送ってい
る児童の実態把握が不可欠である。本研究では，発達障害児を対象として，知的障害・自閉性
スペクトラム障害の有無によるコミュニケーションの特徴について検討した。各障害の特徴に
ついては，さらに個別の事例を詳細に検討することなどが必要といえるが，今後，子どもたち
の学校生活を豊かにする方法について，当事者の視点を含めて，さらなる検討を行い，個々の
児童のニーズに応じた児童の成長を促す支援の充実が期待される。
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